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多様な地域の実情に合った ITS の社会実装を考える 

～ 現場の実情・実例から学ぶ 香川県高松市編 ～ 

〔ご報告〕 

ITS Japanでは『第3期中期計画（2016～2020年度）』※の『多様な地域の実情に合ったITSの社会実

装』の具体化に向けて、基礎自治体や地域ごとのITS推進団体等との連携強化を図りつつ、『現場を知

る』ことを活動の重点に据え、地域の課題や先進的な取組み、事例について、現地訪問や関係者との

意見交換を中心とした活動を進めています。 

（※ITS Japan第3期中期計画 http://www.its-jp.org/katsudou2014/tabid_210/） 

スマートシティたかまつシンポジウム 2019参加報告 

6月1日に、スマートシティたかまつ推進協議会が主催する『スマートシティたかまつシンポジウ

ム2019』に参加しましたので、その概要を紹介します。 

 

１．スマートシティたかまつシンポジウム 2019の概観 

シンポジウム冒頭には、平井卓也IT・科学技術担当大臣に

よる『社会全体のデジタル化とその先の日本』と題して特別

講演がありました。 

第1部のパネルディスカッションでは、会津若松市、加古

川市、高松市の取組み紹介のあと、各地域の産学のメンバー

が加わり、スマートシティを進める上での産官学連携の取組

み、課題についてディスカッションされました。 

第2部のシンポジウム参加者によるワークショップでは、

データ利活用を進める産官学連携の課題と解決をテーマにグ

ループ分けして、参加者視点による議論が進められました。 

 

【スマートシティたかまつシンポジウム2019プログラム】 

◆特別講演：社会全体のデジタル化とその先の日本 

・講演者：平井卓也 IT・科学技術担当大臣 

◆パネルディスカッション 

・コーディネーター：佃 昌道氏（高松大学・高松短期大学学長） 

・パネリスト：齋藤 勝氏 （会津若松市副市長）、岡田 康裕氏（加古川市長） 

大西 秀人氏（高松市長）、難波 雅善氏（会津大学准教授） 

羽生 和人氏（綜合警備保障株式会社）、田口 泰士氏（株式会社STNet取締役） 

白木 渡氏（香川大学副学長） 

◆ワークショップ 

・テーマ：データ利活用を進める産官学連携の課題と解決 
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２．会津若松市の取組み：「スマートシティ会津若松」の取組みについて 

会津若松市では、リーマンショック、東日本大震災等から若年層の就職の場がなくなる等の危

機感からスマートシティ化を指向し、健康や福祉、教育、防災、エネルギー、交通、環境など

様々な分野でICTを活用した産業創出・人材育成を進め、実証地域として他の地域へ展開可能なモ

デル構築を目指しています。 

具体的な取組み事例としては、レコメン

ド型情報提供プラットフォームを構築し、

除雪車の位置と稼働状況をお知らせする

「除雪車ナビ」、乳幼児健診や予防接種な

ど市保有の情報と連携した「母子健康情報

サービス」、学校からのおたよりや日々の

活動状況、緊急のお知らせなど学校情報の

配信する「あいづっこプラス」などが紹介

されました。 

 

また、農業×ICTでは、設定して時間になると水や肥料が自動的にまかれる「養液土耕システ

ム」、水田ほ場において、設定された水位になるように自動で給水する「水管理システム」、観

光×ICTでは、国籍に応じてお薦めの観光ルートを案内する「Visit Aizu」の取組み事例が紹介され

ました。 

 

３．加古川市の取組み：加古川市における ICTの取組み 

加古川市では、ICTを活用した安全・安心のまちづくりに向けた取組み事例が紹介されました。 

具体的な取組みでは、中学校区単位で市長が関係者と対話し、合意形成しながら小学校の通学

路や学校周辺を中心に見守りカメラを約1500台設置しました。 

安全・安心のまちづくりとして、このインフラの活用を官民協働事業で推進し、見守りカメラ

に同梱されたBLEタグ検知器と複数社のBLEタグを活用した見守りサービス（画像データ、位置情

報履歴の収集）を構築しました。 

この見守りカメラ設置以降、市内における

刑法犯罪認知件数が減少する効果もありまし

た。 

また、加古川市、日本郵便、本田技研工業

の3者による共同研究に関する協定を締結し、

郵便車両にカメラ、通信機器、見守りBLEタ

グ検知器を搭載し、細街路を郵便車両が通る

ことによる、見守りサービスの補完や加古川

市の設置する複数分野のデータを収集し、分

析する情報基盤（プラットフォーム）の積極

的な利活用を進めています。 
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４．高松市の取組み：「スマートシティたかまつ」プロジェクトの推進について 

高松市では、ICT・データの活用と多様

な主体との連携により、様々な地域課題を

解決し、持続的に成長し続ける「スマート

シティたかまつ」の実現を目指しています。 

「スマートシティたかまつ」を推進す

る産学民官連携の仕組みとして、会員54者、

オブザーバー3者が参加する「スマートシ

ティたかまつ推進協議会」を設立して、具

体的な取組みを進めています。 

 

スマートシティたかまつ推進協議会に

よる具体的な取組みとして、防災分野では、 

河川や海岸部に水位センサー、潮位センサーを設置し、動的な水位、潮位情報を災害対策本部で

活用しており、高松市の防災レベル向上に役立っています。 

観光分野では、レンタサイクル（50台）にGPSロガーを取り付け、高松市を訪れる外国人の利用

状況、行動範囲が把握でき、外国人毎の周遊範囲や目的地など一定の傾向を分析できます。 

福祉分野では、産官学連携によるチョッキ型のウエアラブルIoT機器を開発し、呼吸や心拍など

のバイタル情報を収集・活用する高齢者の見守りシステムを構築しています。 

交通事故抑止に向けたデータ利活用では、民間企業提供によるドライブレコーダーの動画デー

タを分析して、特定する危険要因データと香川県警提供の交通事故データや高松市が提供する公

共施設データ等のオープンデータを一元的に表示した危険要因マップを作成し、自治体・事業者

の研修等で活用しています。 

 

今後、高松市では、分野毎にプラットフォーム上の官民の動的・静的データを充実させ、複数

分野でのデータ利活用により、行政効率化・地域課題の解決を目指すとともに、分野横断として

産学民官連携の充実や広域連携（瀬戸・高松広域連携中枢都市圏）への展開、人材育成、普及啓

発を進めていく方針です。 

 

 

先進的な取組みを進める自治体では、産学民官連携によるデータ利活用可能な情報共有基盤（プ

ラットフォーム）を構築しています。そして、データ利活用によって生み出されたサービスは、地域

ニーズの多様性はあるものの自治体圏域を超えた提供、連携が可能になります。今後は、若い力（学

生）も参加して、地域とそこに暮らす市民にとって、必要なサービス、新しい価値を作りあげる事が

ポイントになると思いました。 

 


